
＜教育利用＞ ⑳ ７年家庭科９年理科における生成AIを用いた創造物への評価

つくば市立みどりの学園義務教育学校（茨城県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【家庭科】 単元 日本の食文化と和食の調理
単元の目標 食生活の課題を解決する力や食生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を育

育成する
【理科】 単元 酸・アルカリとイオン

単元の目標 水溶液に関する観察、実験の技能を身に付けるとともに、思考力、判断力、表現力
等を育成する

〇生成AI活用における成果と課題
これまでの学習では、自分の思考や成果物に対して客観的評価をすることが、グループ学習などでは十分では
なかった。しかし、生成AIを使用することで、ペアやグループでは見つけることができなかった視点から評価をして
もらうことが可能となり、自分の思考を練り直すための橋渡しをすることができた。しかし、生成AIの評価を鵜呑
みにしてしまう生徒も見られたので、AIの特性を理解して、活用していくことが重要であると考える。

〇生成AI活用のポイント
・家庭科における実践では、茨城県の食材を活用した和食の
献立を考える活動を行った。考えた献立（主食・主菜・副菜・
汁物・デザート）に対して、客観的な評価をしてもらい栄養バラ
ンスなどの観点を踏まえて、献立をよりよくする活動を行った。
・理科における実践では、５種類の水溶液（エタノール、食塩
水、砂糖水、塩酸、水酸化ナトリウム水溶液、硫酸亜鉛水溶
液、硫酸マグネシウム水溶液）を見分ける実験方法を立案し、
その実験に対する合理性を生成AIに評価してもらい、実験方
法の練り直しを行った。
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